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八

『往
生
要
集
』
に
お
け
る
観
念
と
称
名

紅

楳

英

顕

『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
、
往
生
の
行
業
に
関
し
て
は
大
文
第
四
、
正
修
念

仏
よ
り
以
下
第
五
、
助
念
方
法
、
第
六
、
別
時
念
仏
、
第
七
、
念
仏
利
益
、
第

八
、
念
仏
証
拠
、
第
九
、
往
生
諸
行
の
広
範
に
亘
つ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
要
集
』
の
行
業
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
源
信

の
意
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
観
念
に
重
き
が
あ
つ
た
の
か
、
称
名
に
重
き
が
あ
つ

た
の
か
、
あ
る
い
は
観
称
融
合
論
で
あ
つ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
断
を

下
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
熱
烈
な
求
道
者
で
あ
つ
た
源
信
に
は
自
己
の

往
生
に
つ
い
て
の
確
信
は
は
つ
き
り
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
従
つ
て
自
分
自

身
に
と
つ
て
の
往
生
の
行
業
も
は
つ
き
り
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
以
下
、
源

信
に
と
つ
て
の
往
生
の
行
業
が
何
で
あ
つ
た
か
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

第
四
、
正
修
念
仏
に
、
往
生
行
と
し
て
世
親
の
五
念
門

(礼
拝
、
讃
嘆
、
作

願
、
観
察
、
回
向
)
を
受
け
、
こ
れ
を
展
開
し
て
観
察
門
を
中
心
と
す
る
五
念

門
行
が
浄
土
往
生
の
行
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
五
念
門
の
助

業
が
説
か
れ
て
い
る
の
が
、
第
五
、
助
念
方
法
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に

「大

文
第
五
助
念
方
法
と
は
、

一
目
之
羅
、
鳥
を
得
る
こ
と
能
は
ず
、
万
術
を
も
て

観
念
を
助
け
て
往
生
の
大
事
を
成
ず
」
(真
聖
全
一
ノ
八

一
四
)
と
あ
り
、
第

四
、
正
修
念
仏
の
念
仏
は
観
念
念
仏
の
意
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従

つ
て
第
五
、
助
念
方
法
、
総
結
要
行
の

「往
生
之
業
、
念
仏
為
本
」
の
念
仏
は

法
然
は
こ
れ
を
称
名
と
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
当
面
で
は
五
念
門
の
観
察
を
う

け
る
観
念
の
念
仏
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
第
四
、
正
修
念
仏
、

第
五
助
念
方
法
で
は
往
生
の
行
業
と
し
て
観
念
念
仏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
然
る
に
第
六
別
時
念
仏
、
臨
終
行
業
に

「阿
弥
陀
仏
に
は
不
思
議
の
威

力
有
ま
す
。
若
し

一
心
に
名
号
を
称
す
れ
ば
念
々
の
中
に
八
十
億
劫
の
生
死
の

重
罪
を
滅
す
。
是
の
故
に
今
当
に
一
心
に
彼
の
仏
を
念
じ
て
此
の
苦
海
を
離
る

べ
し

(真
聖
全
一
ノ
八
五
七
)
と
あ
り
、
又
第
七
念
仏
利
益
で
は

「同
じ
き
品

の
下
生
の
人
は
、
命
終
ら
ん
と
す
る
時
に
臨
み
て
、
苦
に
逼
め
ら
れ
て
、
仏
を

念
ず
る
こ
と
能
は
ず
、
善
友
の
教
に
随
い
て
、
但
だ
心
を
至
し
て
声
を
絶
え
ざ

ら
し
め
、
十
念
を
具
足
し
て
、
南
元
阿
弥
陀
仏
と
称
せ
ん
、
仏
の
名
を
称
す
る

が
故
に
念
々
の
中
に
お
い
て
、
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
き
、
一
念
の
頃
の

如
く
に
即
ち
往
生
す
る
こ
と
を
得

(真
聖
全

一
ノ
八
七
四
)
と
あ
り
、
第
八
、

念
仏
証
拠
に
は

「極
重
の
悪
人
、
他
の
方
便
元
し
、
唯
だ
仏
を
称
念
し
て

(唯

(
1
)

だ
弥
陀
を
称
す
れ
ば
)
、
極
楽

に
生
ず

る
こ
と
を
得
、

(
真
聖
全

一
ノ
八
八
二
)

等

と
あ
る
よ
う
に
、

称
念
に
よ
る
往

生
も
可
能

で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る

の
で
あ
る
。

以

上
の
よ
う
に

『
要
集

』
に
お

い
て
は
観
念
と
称
名

の
二

つ
の
立
場

が
主
張

さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
周

知

の
よ
う
に

『
要
集
』
冒
頭
に
は

「
予
が
如
き

頑
魯
之
者
」
と
述

べ
、
又

『
観

心
略
要
集
』

に
は

「
予
が
如
き
愚
暗

の
者
」
(恵

心
僧
都
全

一
ノ
ニ
七
三
)

と
あ
り
、
『
二
十

五
三
昧
式
』
に
は

「我

等

十

悪

盛

に
行
ず
、

三
途
疑
い
無

し
、
業
障
尤

も
重

し
、
往
生
何
ぞ
易

か
ら
ん
」
(
恵
心
僧

都
全

一
ノ
三
六
七
)
等

と
あ

る
よ
う
に
、
自
己
を
愚
鈍

者
罪

悪
者
と
内
省

し
三

途

(
三
悪
道
)

に
沈

む
者

で
あ

る
こ
と
を
告
白
し

て
い
る

の
で
あ
る
。

従

つ
て

『
要
集
』
第

一
厭
離
繊

土
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
地
獄

で
苦
し
み
を
受
け

ね
ば
な

ら
な

い
十
悪

・
五
逆
等

の
罪

人
は
源
信
が
自
分
自
身

の
姿
を
述

べ
て
い
る
も
の

と
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
深
い
内
省
を
も

つ
た
源
信
で
あ
る
か
ら
、
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第

四
幅

正
修
念
仏
、

観
察
門
に
、

若
し
相
好
を
観
念
す
る
に
堪
え
ざ
る
も

の
有

ら

ば
、
或
は
帰
命

の
想
に
依
り
、

或
は
引
摂
の
想

に
依
り
、

或
は
往

生

の
相
に

依

つ
て
応
に

一
心
に
称
念
す

べ
し
」
と
あ
る
よ
う

に
観
念
に
堪
え
な
い
も
の
は

称
念
す

べ
き
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
が

(
こ
の
称
念
は
単
な
る
称
名
で
は
な

(
2
)

く
、

観
念
を
含
む
も
の
と
見
る

べ
き
で
あ
る
)
、
こ
の
称
念
を
勧

め
て
い
る

「
観

念
す
る
に
堪
え
ざ
る
も

の
」

と
は
当
然
源
信
自
身

の
こ
と

で
も
あ
り
、
更

に
、

第
四
、

正
修
念
仏
、
作
願
門

の

「
凡
夫
は
勤
修

に
堪

へ
ず
、

何
ん
が
虚

し
く
弘

願
を
発
さ
ん
耶
」
(
真
聖
全

一
ノ
七
八
六
)
、
又
第

五
助
念
方
法
、

止
悪
修
善
の

「
然
れ
ど
も
尽
日
仏
を
念

ぜ
ん
も
閑

か
に
其

の
実
を
検
す
れ
ば
、
浄

心
は
是
れ

一
両
に
し
て
其

の
飛
は
皆
な
濁
乱

せ
り
」
(
真
聖
全

一
ノ
八
三
八
)
等
と
あ
る
観

念
に
堪
え
ざ
る
も

の
と
は
源
信
自
身

の
こ
と
に
他

な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

従

つ

て
、
第

八
、
念
仏
証
拠

に

「極
重

悪
人
、

他
の
方
便

な
し
、

唯
だ
仏
を
称
念
し

て
極
楽

に
生
ず
る
こ
と
を
得
」

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
、
極
楽
に
生
ず
る
に
は
唯

だ
仏
を
称
す
る

こ
と
以
外
に
み
ち
の
な

い
極
重
悪

人
と
は
源
信
自
身
の
こ
と
な

の
で
あ

る
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
源
信

が
自

己

の
往

生
の
た
め
の
行

と
し
た
も

の
は
、

第

四
、
正
修
念
仏
、
第

五
、
助
念
方

法
で
詳
し
く
述

べ
た

観

念

念

仏

で
は

な

く
、

第
六
、

別
時
念
仏

の
臨
終
行
儀
、

第

七
、
念
仏
利
益
、

第
八
、
念

仏
証
拠

で
述

べ
て
い
る
称
名
念

仏
の
方

で
あ

つ
た
も
の
と
思

わ
れ
る

の
で
あ
る
。

源
信

の
称
名
往
生

の
主
張
は

『
要
集
』

以
外

の
著
書
の
諸
処
に
も

み
ら
れ
る

の
で
あ

り

『
二
十
五
三
昧
式
』

に
は

「
汝
若

し
念
能
は
ず

ん
ぱ
応

に
無
量
寿
仏
を
称
す

べ
し
、
是

の
如
く
心
を

致
し
て
南

元
仏
と
称
す
、
仏

号
を
称
す
る
故
に
念

々
の

中
、

八
十
億

劫

の
生
死
の
罪
を
除

き
…
…
文
、

此

の
文
我
等
来
世

の
誠
証

と
為

す
に
足
る

(
恵
心
僧
都
全

一
ノ
三

六

一
)

と
あ
り
、

『
敬
白
念

仏

勧

進
』
に

は

「
仏

の
本
願
に
任
か
せ
て
悦

ん
で
南

無
阿
弥
陀
仏

と
唱
れ
ば
十
万
億
土

の
遠
路

を
行
き
…
…
」

(恵
心
僧
都
全

一
ノ
五
二
九
)
、
『
臨
終
行

儀
』
に

は

「
九

品

往

生
ア
ヤ

マ
タ
ズ
来
迎
引
接

シ
タ

マ
ヘ
ト
、

ヒ
ト

ス
チ

ニ
心
ヲ

シ
ツ
メ
テ
弥
陀

の

名

号
ヲ
ト
ナ

フ
ヘ
シ

(
恵
心
僧
都
全

一
ノ
五
九
六
)
等
と
あ
り
、
源
信

が
母
に

往

生
を
勧

め
た
文
と
い
わ
れ
る

『
往

生
極
楽
偶
』

に
は

「
唯
願
は
く
は
我
が
悲

母
…
…
若

し
女
身
を
厭

離
し
、
安
楽
国

に
生
ぜ
ん
と
欲

せ
ば
、
念

々
の
中
弥
陀

仏

の
名
号
を

称
念
す

べ
し

(恵

心
僧
都
全

一
ノ
五
二
四
)
等
と
あ
る
こ
と
か
ら

も
源

信
が
如
何
に
称
名
行
を
重
視

し
た
か
を
窺

え
よ
う
。

以
上

の
よ
う
に
、
源
信
は
観
察
行
を
説

き
乍
ら
も
、
自
分
自
身
は
称
名
念
仏

に
よ
る
往

生
を
願

つ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、

そ
の
称
名
は

「観
念

に
堪
え

ざ
る
も
の
有

ら
ば
…
…
」

と
あ
る
よ
う
に
観
勝
称
劣

の
立
場

の
も

の
で
あ
り
、

又
、

第
九
往

生
諸
行

の
冒
頭

に

「
極
楽

を
求

む
る
も
の
は
必
ず
し
も
念

仏
を
専

に
せ
ず
、
須

く
余
行
を
明
し
て
各

の
楽

欲
に
任
す

べ
し

(真
聖
全

一
ノ
八
八
三
)

と
も
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
諸
行
も
往
生
行
と
し

て
認
め
る
立
場

の

も

の
で
あ
る
。
従

つ
て
源
信
の
称

名
念
仏
は
、

法
然
が

『
選
択
集
』
に

「念
仏

は
是
れ
本
願

の
行
な
り
、

諸
行
は
是

れ
本
願

に
非
ず
、
故

に
全
く
比
校

に
非
ず

と
云
う
也
」

(
真
聖
全

一
ノ
九

五
七
)

と
述

べ
て

い
る
よ
う

に
、
本

願

の
行

で

あ

る
称
名
と
非
本
願

の
行

で
あ
る
他

の

一
切

の
諸
行
と

の
価
値
を
明
確
に
区
分

し
た
も

の
や
、
親
攣
が

「
行
巻
」
に

「
是
れ
凡
聖
自
力
之
行

に
非
ず
、

故
に
不

回
向
之
行
と
名
つ
く
る
也
、

大
小
聖
人
、

重
軽
悪

人
、
皆
な
同
じ
く
斉

し
く
選

択
大
宝
海
に
帰
し
て
念
仏
成
仏
す
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
な
本
願
力

(
他
力
)

回
向

の
念
仏

と
す
る
他
力

の
徹
底

し
た
立
場

の
称
名
念
仏
と
は
か
な
り
異
な
る

も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

1

『
恵

心
僧
都
全
集
』

で
は

「
唯

だ
弥

陀
を
称
す
れ
ば
」

に
な

つ
て
い
る
。

2
 
八
木
昊
恵
氏

『
恵
心
教
学

の
基
礎
的

研
究
』
、
普
賢
晃

寿

氏

『
日
本

浄

土
教
思
想
史
研
究
』

『
往
生
要
集
』

に
お
け
る
観
念

と
称
名
 
(
紅
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五
九
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